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経営比較分析表（令和2年度決算）
岩手県　八幡平市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

862.30 28.75 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 24,788

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 58.97 33.00 75.83 2,690 8,138 4.17 1,951.56

　令和２年度の地方公営企業法適用に伴い、①有形
固定資産減価償却率及び②管渠老朽化率が示される
ようになった。①は法適用直後であるため少ない率
となっているが、機械及び装置の中には法定耐用年
数が到来している物もあり、近年では修繕が増加傾
向にある。
　本事業は一部の処理区で供用開始から27年が経過
しているが、現在においては管きょの更新が必要な
段階ではない。③管きょ改善率は０％となってい
る。処理場については、平成29年度より機能強化事
業（長寿命化事業）を実施しており、計画的な修繕
や更新を図っているものの、全ての処理場の長寿命
化にはまだ時間を要する。
　今後においては、施設の状況を勘案しながら、効
率的な更新による更新費用の平準化・削減を進めて
いくほか、令和２年度に策定した施設再編計画に基
づき再編を進める必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均値
よりも大幅に高い水準にある。これは、事業規模と
比較して企業債残高が多いことを示している。本事
業は現在、処理場の機能強化事業を実施しているこ
とから、企業債残高の動向については注視していく
必要がある。令和３年度には使用料改定が完了した
ものの、使用料収入の低さが事業経営に影響を及ぼ
しており、厳しい経営状況である。
　地方公営企業法適用に伴い財務諸表（貸借対照
表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書）を作
成したことにより経営状況の厳しさが明確に表れて
いる。安定経営と事業推進のバランスが求められる
ことから、従来の管理手法等の見直しのほか、適正
な使用料及び一般会計繰入金のあり方に関する検討
を行う。
　今後においては、１及び２で示した内容について
着実に進めていく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度から下水道事業に地方公営企業法を適
用し、経営指標に変化が生じたため、令和２年度の
みの表示となっている。
　農業集落排水事業は概成し、平成29年度から処理
場の機能強化事業（長寿命化事業）を実施してい
る。
　令和２年度は、①経常収支比率は100％を超えた
ものの、⑤経費回収率は100％を下回った。使用料
収入のみでは費用を賄えず、一般会計繰入金に依存
している経営状況となっている。
　市内全域において人口減少が進んでいることに伴
い使用人数も減少しており、⑧水洗化率は僅かなが
ら減少した。また、⑦施設利用率は低水準のままで
あり、今後においても施設利用率が低水準のまま推
移することが危惧される。健全経営を図るためには
汚水処理費の縮減が必要な状況であることから、令
和２年度の地方公営企業法適用を機に、維持管理手
法の見直しなど、安定経営を継続していくための方
策を検討しており、方策の一部は令和３年度から実
施している。また、平成29年度から段階的に実施し
てきた使用料改定については、令和３年度で市内全
地区が統一使用料となった。
　令和４年度には財政シミュレーションを行いなが
ら、適正水準による使用料収入の確保も併せて検討
する。また、経営戦略（改訂版）を策定し、早期の
実行に努める。

2. 老朽化の状況について

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 0.25

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 - - - - 107.44

平均値 - - - - 106.37

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 - - - - 3.43

平均値 - - - - 20.34

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 - - - - 0.00

平均値 - - - - 0.00

①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.99】 【121.19】 【32.80】 【832.52】

【86.60】【54.84】【253.04】【60.94】

【22.21】 【0.00】 【0.16】


